(サーバー・DBエンジニアのサンプル)
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○
■職務経歴
	19xx年xx月～20xx年xx月　　株式会社○○○○○○

	事業内容：　○○○○◎○○○○●
売上高　：　xxx億円　　　従業員数：　x,xxx人　　　上場：　東証一部上場
	正社員
として勤務

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　大手銀行向けLinux系インフラ構築業務

	【プロジェクト概要】
Linux系サーバを中心とした新規環境構築・既存環境の移行案件
【担当フェーズ】
詳細設計、開発、単体テスト
【業務内容】
･Linux系Web、AP、DBサーバ(RAC)の設計(基本／詳細)・
構築・テスト
･Linux系Web、メール、ウィルス対策サーバ移行
･Linux系メールサーバ(Postfix)設計・構築
･基盤部分のプロジェクトマネジメント（WBSの作成、工数見積、進捗管理、品質管理）
【実績・取り組み】
･提案、ドキュメントの作成から、構築までを一貫して担当。
･顧客の要望により急遽仕様変更が必要になったが、5日間で検証を行い、納期に間に合うように要件定義を再度
実施した
	【OS】
Linux(RHEL)
【DB】
PostgreSQL
【ミドル・SW】
LifeKeeper
NetVault Backup

	全xx名
PM

【担当】
・WBS作成
・工数見積
・進捗管理
・品質管理

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　大手化粧品会社向けストレージシステム

	【プロジェクト概要】
ストレージ・サーバの新規構築に伴い、インフラ全般の企画・設計・ベンダーコントロールと、クライアント受け持ち分およびネットワークの構築
【業務内容】
・要件定義、概要設計、一部構築、チューンニング、テスト
・DBチューンニング
・バックアップ設計、運用設計、監視設計
・ベンダーコントロール / 進捗管理
・コアからサーバファームへのネットワーク設計、構築、実装、
テスト
・TMR / TEC を使用した監視システムの設計・構築
・プロジェクトリーディング（進捗管理、品質管理）
【実績・取り組み】
・原因不明の不具合により、プロジェクトの進捗が難航。
Unix特有の切り分けの難しさがあったが、迅速に対応し、複数ベンダー対する調整や解決に向けたプロジェクトの遂行を顧客から高く評価され、別案件の引き合いを頂く。
	【OS】
Solaris 9
【DB】
Oracle10g
【ミドル・SW】
Tivoli
NetCool
DB2
NetBackup
Storage Exec
Backup Exec
【言語】
Shell / VBS /
WMI
【NW】
Catalyst 6506
Catalyst 4003
Catalyst 3550
	全xx名
リーダー
【担当】
・進捗管理
・品質管理


	20xx年xx月～20xx年xx月　／　データセンタ仮想化プロジェクト

	【プロジェクト概要】
セキュリティの向上、サーバ購入コストの削減、メンテナンス環境の改善を担当
【担当フェーズ】
環境設計・構築、運用
【業務内容】
・仮想センタの環境設計（ネットワークを含む）
・仮想マシン作成、環境構築
・リソースのチューニング（Vmotionを用いた）
【実績・取り組み】
仮想環境の設計構築、およびプロジェクト推進スキルを習得した。
センターカットオーバまでが、納期が短い工程となったが、無停止での環境移行を含め、最短での施策を顧客に提案し、納期までの検収を実現した。カットオーバ後に障害も発生
	【OS】
Windows 2003
Linux(RHEL)
【ミドル・SW】
apache
IIS
VMWare
VirtualCenter
NetBackup
Storage Exec
Backup Exec

	全xx名
メンバー

	20xx年xx月～20xx年xx月　／　中規模金融機関向け全社システムの再構築

	【プロジェクト概要】
顧客の社内システム新規サーバの提案、構築、運用およびクライアント端末新規導入（サーバ：60台クライアント端末：１万台
【業務内容】
・提案書作成/既存システム検討/基本設計作成
・WindowsVista、XPクライアントマスタ構築担当
・Windows2008プリンタサーバ構築、設定
・Windowsファイルサーバ構築、設定
・ADサーバ設計、構築
・ActiveDirectoryの設計・構築・メンテナンス
・サーバ・クライアントマスタのバックアップ・リストア設計、検証
・ExchangeServerの設計・構築

	【OS】
Windows2003　サーバ
WindowsVista
WindowsXP
Windows2008 サーバ
【ミドル・SW】
Active
Directory
Exchang
IIS
SharePoint
	全xx名
メンバー
（20xx年x月からチームリーダー）


	20xx年xx月～20xx年xx月　／　製造業向け基盤DBMS設計・構築

	【プロジェクト概要】
・基幹の営業管理システムのインフラ基盤設計・構築。
【業務内容】
・Oracle RAC・DB物理設計・初期構築・増設設計・増設構築
・ストレージ物理設計
・Cluster設計
・OS構築
・インフラ性能テスト

	【OS】
HP-UX 11.23
【DB】
Oracle DB 
10gR2 EE
(RAC)
【ミドル・SW】
MC/Service
Guard A11.18
Weblogic 9.2
	全xx名
メンバー


	20xx年xx月～20xx年xx月　／　クレジット会社／CTIシステム構築

	【プロジェクト概要】
・クレジット会社コールセンターのCTI（Computer Telephony Integration）システムを新システムへ移行するための、新システム構築および環境移行するプロジェクト
【業務内容】
・ServiceGuardを用いたクラスタ基盤の要件定義、設計、構築、ドキュメント作成までを担当
・新環境へ短時間で移行するための手順検討、移行遂行を担当

	【OS】
HP-UX
【DB】
Oracle
【ミドル・SW】
ServiceGuard
OpenView
Operations
Data
Protector
BusinessCopy
RaidManager
	全xx名
メンバー



■テクニカルスキル
	種類
	使用期間
	レベル

	OS
	Windows2003
	7カ月
	手順書をもとにしたインストールが可能

	
	Windows2000
	1年
	インストールから環境構築、開発が可能

	
	UNIX（AIX）
	2年
	設計書を元に環境構築が可能

	
	UNIX（HP-UX）
	3年9カ月
	要件に応じた環境設計・構築が可能

	
	Linux（RedHat）
	3カ月
	要件に応じた環境設計・構築が可能

	言語
	Javascript
	6カ月
	簡単なプログラミングが可能

	
	Shell
	1年
	処理の自動化が可能

	DB
	SQLServer2005
	2年5カ月
	テーブル作成が可能

	
	PostgreSQL
	3カ月
	インストールから簡単なテーブル作成が可能

	
	Oracle
	5年3カ月
	構成の最適化が可能

	その他ミドルウェア、サーバなど
	IIS
	1年
	インストールから設定可能

	
	Apache
	3年6カ月
	キャパシティ管理が可能

	
	OracleRAC
	1年
	冗長化構成の設計構築が可能

	
	Xen
	3年6カ月
	サーバ仮想化の設計構築が可能


■活かせる経験・知識・技術
＜インフラ基盤全体の提案、設計、構築＞
金融系、キャリア系など、さまざまな顧客の要件をくみ取り、要件定義や基本設計を行うことができます。
また、ドキュメント作成だけでなく、実際に構築することもできます。
＜Linuxを用いたインフラ構築＞
Linuxシステムにおけるハードウェア、OS、ミドルウェアの構築経験が豊富です。
障害対応においては一部、カーネルを見ることも可能です。
＜マネジメント経験＞
最大x名のマネジメントの経験があります。顧客への提案からリスク管理、進捗管理、品質管理、スコープ管理などを主に経験しております。
■資格など
20xx年xx月　　CISCO CCNP
20xx年xx月　　情報処理技術者
20xx年xx月　　ORACLE MASTER Gold
· 自己ＰＲ
これまではシステム基盤を中心にプロジェクト管理、設計、構築、運用業務などに携わってきました。
また直近では主にプロジェクトマネージャーとしての役割を担っております。
＜プロジェクト管理について＞
高品質、高付加価値、短納期でシステムを提供するということを目標にプロジェクト管理を行った結果、直近のプロジェクトにおいては原価□%でフェーズ完了を実現することが出来ました。
プロジェクトメンバー間の共通認識と役割分担を徹底すること、顧客ヒアリングを徹底的に行うことを常に意識しながらプロジェクトを管理しております。プロジェクト環境により、発生する問題や対応方法が違う為に、多くのプロジェクトを経験したことは私の糧になっております。
＜テクニカルスキルについて＞
最近では特にOSS分野を中心にシステム導入を行っておりますが、Windows/Unixの経験もございます。基盤領域に関しましては、提案から設計、構築、導入、トラブルシューティングまで全てを担当したために、さまざまなトラブルに対しても、切り分けるポイントなどを熟知しており、早期のシステム復旧に貢献することが可能です。また、導入フェーズにおいても最適なミドルウェアとの組み合わせを設計することが可能です
＜IT技術に対する考え方＞
IT技術はお客様に最適なソリューションを提供するためにあると考えておりますので、常に新しい技術を習得するようにと考えております。今までのスキルを用いてシステムを導入するのではなく、どのような要望にも応えられるように幅広く情報収集することに努めております。もちろん、お客様の要望を満たすことが最新技術とは限らないので、古い技術に対しても忘れないように常に様々な案件事例を学ぶようにしております。
また、実践だけでなく、理論をしっかりと身に付ける為に資格取得にも力を入れております。
以上
あまり、限定せずに簡潔に！
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